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国際医療支援で広がった交流
結城看護専門学校で講演

　結城看護専門学校で６月 23 日、特別講演が行われ、公益財

団法人 茨城国際親善厚生財団（IIFF）から鈴木茂事務局長とア

マディ アール・亜来春さんが講師で、国際医療支援とこれか

らの国際交流をテーマに講演しました。教室には１年から３年

の学生 114 人が詰めかけて、熱心に講演を聴いていました。

　講演は『私たちにできる国際協力－海を越えた人々のふれ

あい』と題し、36 年前のインドシナ難民の医療支援から解説。

エチオピア飢餓難民の医療支援、アフガン難民の医療支援など

を当時の思い出とともに紹介。アフガン難民支援では、IIFF と

亜来春さんら４兄弟の出会いを話しました。

　亜来春さん兄弟は、IIFF のアフガニスタン難民の医療支援活

動に協力。城西病院で治療を受けるアフガニスタンの人たちと

のコミュニケーションを助けたり、パキスタンやアフガニスタ

ンの診療所などの活動を支えてきました。戦乱の中、母国のア

フガニスタンがどのような状況に陥っていたか、家族がどう

やって日本にたどり着いたのかを亜来春さんは語り、学生たち

は熱心に耳を傾けていました。

　十数年前から始まったタイ北部のゴールデントライアングル

を中心とした医療支援活動に触れ、タイを拠点として感染症防

止の事業で、タイ、ミャンマー、ラオス、ベトナムなどの国か

ら医療人を招き、医療研修を行ったり、麻薬撲滅を目的とした

タイ王室のメーファール

ワン財団との交流などを

語りました。

　最後に、この秋にも日

本で外国人技能実習制度

で介護の技能実習が行わ

れることに触れ、中国の

看護学校などに視察に

行ったり、中国から２人

の人を視察で受け入れた

りして、さらに国際交流

の輪が広がっていく様子

を紹介しました。
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